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研究成果の概要（和文）： 
 クモの糸の実用性を考えるには長い糸をいかに多量集めるかである。ところが、クモの腹か

ら直接的に糸を切れずに長く巻き取ることは、クモが嫌がるので極めて難しい。そこで、糸を

長く巻きつけている卵のうに注目した。卵のうを高温の湯液に浸すことと、ほぐしやすくする

ために微量な薬剤を添加するなどして、温度と薬剤条件をうまく制御することにより、コガネ

グモの卵のうから糸を切れずに長く巻き取る方法を開発した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  The important issue is to collect a number of spider silk from the viewpoint of the 
actual use. However, it is very difficult to directly collect long silk from spider’s body. 
The author focused on egg cocoons of Argiope amoena spiders consisting of long silk. As 
a result, the author has developed a method for collecting long silk from egg cocoons 
kept in hot water in which a bit of chemicals was added for helping the collection 
without cutting. 
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１．研究開始当初の背景 
 夢の繊維といわれているクモの糸ではある

が、糸の大量収集は困難な状況にあった。ま

た、クモから直接の糸集めもクモのご機嫌を

損ねないようにするためには至難の業であ

った。そこで、クモの卵のうから糸を集める

方法が適しているのではないかとの発想に

立った。 
 
２．研究の目的 
 卵のうはクモから直接防紡糸された糸か

らなっているため、均一な糸が長く得られる

可能性がある。このため、卵のうをいかに多

量集めて糸にするかが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 
 卵のうとして巻きついている糸相互の粘

着剤を取り除くために、薬剤に適切な量と適

切な温度に設定して、ほぐしやすくする方法

を用いた。特に、電子顕微鏡を駆使しながら、

卵のうの表面における粘着剤の除去の状況

を把握した。 

 

４．研究成果 

 コガネグモの卵のうを集めることが最初

のぽんとであった。次に、卵のうを取り巻い

ている糸をほどくために、湯などの高温の湯

液に浸した。もちろん、糸を取り出しやすく

するために、糸相互が接触させている粘着剤

を溶かす薬剤とその量を決めた。さらに湯液

温度を制御しながら、卵のうから糸がほぐし

やすい条件を探し出すことができた。 
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